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１．架け橋期のカリキュラムの方針

２．架け橋期のカリキュラム～開発プロセス～
①子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく
②「地域の子どもを共に育てる」という意識の醸成
③担当に依存しない持続可能な学校・園・所の体制づくり

３．教師の指導・援助及び子供の学びの変化

４．次年度以降の展望

高松市
幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業

中間成果報告
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相互の子どもの育ちを理解し、子どもの学びをつなぎ伸長する連携・接続へ

１ 架け橋期のカリキュラムの方針

カリキュラム開発会議
・事務局（教育委員会） ・4つの開発校区
・コーディネーター ・有識者 ・関係部局

・就学前施設での「遊びの中の学び」 小学校教員に伝わりにくい
・交流活動 就学前の子どもが主体的に参加しにくい
・連携・接続 担任間に留まり、架け橋期のカリキュラ

ムが学校・園・所で共有されにくい
・複数の就学前施設のある小学校区 連携や交流が進みにくい

【本市の連携・接続の実態・課題を理解し、改善に向けた方策を検討】
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【高松市がめざす連携・接続のテーマ】

子どもの学びをつなぐ 持続可能な
保こ幼小連携・接続

①気軽に対話できる教職員関係の構築

②子どもの学びの共有と分析

③連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善

１ 架け橋期のカリキュラムの方針

◆ カリキュラムを作成したら終わりではなく、小学校区の実態に即したカリキュラ ムとなるよう
に、子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく。

◆ 取組の方向性を管理職と委員とが共有し、学校・園・所全体での取組にする。
◆ 「地域の子どもを共に育てる」という意識を醸成する。
◆ 地域の環境等を取組に活かす。
◆ 高松市全体の取組になるために、子どもに関わる関係者が推進方法を考え発信する。
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校区の実態に即した
学びをつなぐ
架け橋期のカリキュラム

共に育てたい子どもの姿

生活・遊び・学習 交流活動

計画 ・ 実践

評価 ・ 改善

子どもの学び

子どもの姿

環境

環境支援

子どもの学び

毎
年
度

反
映

支援

2 架け橋期のカリキュラム~開発プロセス～
①子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく

対話・共有

対話・分析・共有 5



〇「共に育てたい子どもの姿」の共有

〇子どもの学び、連続性、支援、 環境等の

共有と分析(相互参観・交流活動・協議)

〇カリキュラムの改善

＊１年生の授業参観・協議

＊合同研修会 講話・協議

＊交流活動・協議

＊5歳児の保育参観・協議

校区の実態に即した
学びをつなぐカリキュラムへ

〇各校区の実態把握
〇教職員間の関係づくり
〇校区全体の共有サポート

〇子どもの学び＊トークシート
〇交流シート 交流Memo

〇架け橋期のカリキュラム様式 など

事務局・コーディネーター学びをつなぐ活用シート

校区別会議

（校区の学校・園・所で実施）
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２－①子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく

【参加者】
・開発校区の教職員
・事務局
・コーディネーター
・有識者
・カリキュラム開発会
議の委員

・他開発校区の教職員
等

・協議の視点が明確になる ・意見を伝えやすい
・可視化され共有できる ・成果や改善を生かす

・校区別会議の計画・運営
・事前事後に事務局会議
・校区の実態に合わせたコーディネート



①「共に育てたい子どもの姿」の共有

②相互参観・協議
・子どもの学び、連続性、支援、
環境等の分析と共有

③交流活動・協議
・交流計画、協働実施、評価・改善

④カリキュラムの改善
・会議で共有した内容をカリキュラ
ムに反映

校区別会議
（校区の学校・園・所で実施）

＊4月～5月

１年生の授業参観・協議

＊８月

合同研修会と兼ねる

講話・協議

＊10月～11月

交流活動・協議

＊1月～2月

5歳児の保育参観・協議

校区の実態に即した
架け橋期のカリキュラムへ
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対話・分析・共有

校区別会議 5歳児の保育参観・協議（R5.1月～2月）

子どもの学び✿トークシート

学びの可視化

子どもの学びを捉える
架け橋期に必要な支援・環境を省察

資質・能力の３つの柱で
学びの連続性を捉える
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やってみたいことに挑戦する
あきらめずに取り組む

主体性・自立心・技能習得

コマの回転の特徴、遠心力等
に気付く

法則性、関連性の発見

友達同士で教え合う、
支え合う

目的の共有・協働性
言葉による伝え合い

新たな遊び方を考え
試し、工夫する

思考力・試行錯誤・探究心

こま回し
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校区別会議 5歳児の保育参観・協議（R5.1月～2月）



資質・能力

主体性・自立心・技能習得

法則性、関連性の発見

目的の共有・協働性
言葉による伝え合い

思考力・試行錯誤・探究心
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校区別会議 5歳児の保育参観・協議（R5.1月～2月）



11

校区別会議 5歳児の保育参観・協議（R5.1月～2月）



安心感
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主体性 コミュニ
ケーション

幼児期の学びをつなぐ
１年生スタート期の支援・環境

１年生スタートカリキュラムでの実践

5歳児の参観や協議で、５歳児の学びや生活の状況を理解しておくことは、１年生スタート期の
子どもの実態に即した支援や環境を考え、実践していくうえで、大変有効である。



①「共に育てたい子どもの姿」の共有

②相互参観・協議
・子どもの学び、連続性、支援、
環境等の分析と共有

③交流活動・協議
・交流計画、協働実施、評価・改善

④カリキュラムの改善
・会議で共有した内容をカリキュラ
ムに反映

校区別会議
（校区の学校・園・所で実施）

＊4月～5月

１年生の授業参観・協議

＊８月

合同研修会と兼ねる

講話・協議

＊10月～11月

交流活動・協議

＊1月～2月

5歳児の保育参観・協議

校区の実態に即した
架け橋期のカリキュラムへ
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交流シート 交流Memo交流・連携年間計画

学びをつなぐ活用シート

主体的、対話的で深い学びにつながる
互恵性のある交流活動を計画、実施
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【事前協議】

交流のねらいや内

容、教職員の連携、

準備物などについて

伝え合い、協議したこ

とを「交流シート」に書

き込むことで、小学校

任せではなく、協働し

て進めていく意識化

につながる。

【事後協議】「交流メモ」を使い、子どもの様子を伝え合い、「資質・能力の３つの柱」に関連づけながら、ねらいが達成

できたか、交流したからこそ育ち合ったことは何かなど、有効な支援、環境、改善点について共有する。成果や課題

を「交流シート」に記録し、次の活動や、次年度の交流に活かせるようにする。



校区別会議で共有した、子どもの学び、

支援、環境構成を校区の架け橋期のカリ

キュラムに反映させ改善していく。

＊子どもの学び
＊支援
＊環境構成・教材

架け橋期のカリキュラム
1年生スタートカリキュラム

共に育てたい子どもの姿

生活・遊び・学習 交流活動

子どもの学びトークシート 交流シート・交流Memo
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対話・共有

対話・分析・共有

毎
年
度

反
映

２－①子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく



Ｄ校区では、「子どもの意見」を取り入れ、

子どもとともにつくっていく視点などを追加。 17

D校区 架け橋期のカリキュラム

令和４年度
高松市作成の参考様式を基に作成

令和４年度の取組を反映改善
した令和５年度カリキュラム

資質・能力の３つの柱、10の姿

子どもの思い子どもの意見

交流・連携



開発会議での実践や検証を基

に『カリキュラム参考様式』

の項目を見直している。

タイトルを「架け橋期のカリ

キュラム」とし、「スタート

カリキュラム」との違いを明

確にするなど、見直した参考

様式を今後提案していく。

カリキュラム参考様式の見直し

①架け橋期のカリキュラム

②5歳児4月～1年生3月までの２年間にする
月で区切らず校区の実情に合わせて記入する

③子どもの学びと環境構成・支援の関連が分かる
ようにする

⑥参観・交流・協議で利用した計画案やトークシート・交流メモ等を添付する

④幼児期の学びを生かしていくことが具体的に分かるような表記等の工夫をする

⑤実践後の評価・改善点を記入できる欄を設ける

２－①子どもの学びを伝え合い、毎年、評価・改善していく
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⑮⑯ 

幼小連携・接続のスモールステップの指標 

高松市総合教育センター R４.３ 

2 架け橋期のカリキュラム~開発プロセス～
②「地域の子どもを共に育てる」という意識の醸成

地域の子どもを共に育てようという意識を高め、連携・接続を協働的に進めていくために、校区別会議で、

その年の連携・接続の目標を共有する。
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学びをつなぐ活用シート



「幼小連携・接続のスモールステップ指標」の連携・接続の具体内容を参考に、現在の校区の連携・接続状況に

ついて伝え合い、取り組めそうな内容を相談し、今年度の目標として取り組む。

ス
テ
ッ
プ

０
➡

１ 

ス
テ
ッ
プ

１
➡

２ 

ス
テ
ッ
プ

２
➡

３ 

ス
テ
ッ
プ

３
➡

４ 

 連携・接続の具体内容 

 

①各学校・施設の担当者が、市教育委員会主催「保こ幼・小合同研修会」に参加し、幼小連携教育の意義・方法や他施

設の取組等を知る。 

②各学校・施設に担当者を置き、連携施設と定期的に意見交換会を開催する。 

③意見交換の中から、交流授業、行事などを企画・実施し、子ども同士の交流、教職員の交流を推進する。 

④全教職員の理解と協力が得られる体制をつくる。 

 

⑤年数回程度の授業、行事、研究会などの交流を年間指導計画などに位置付けて実施する。 

⑥交流の事前だけでなく事後の反省・検証を行い次の交流につなげていく。 

⑦市教育委員会提供の様式等を参考に、接続カリキュラムを編成する。 

⑧編成した接続カリキュラムを実施する。 

 

⑨年間計画に位置付けた授業、行事、研究会などの交流を恒常的に実施する。 

⑩子どもの姿から学びを読み取り、適切な教育環境や教職員の関わり等を省察する協議を実施する。 

⑪就学前施設と小学校の教職員が子どもの実態を確認し合い、育ちがつながるように接続カリキュラムを編成する。 

⑫連携の実践を踏まえ、接続を見通した教育課程を編成・実施する。 

 

⑬子どもの実態に即した接続カリキュラムの改善を行い、次年度につなげる。 

・ＰＤＣＡサイクルの確立 ・学期末ごとや年度末に反省・検証     

・就学前施設と小学校の教職員が共通理解しながら作成する。 

⑭学校・施設全体のカリキュラムとなるように、全教職員での共通理解及び改善を行う。 

⑮接続を見通して編成・実施された教育課程について、実践結果を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われ

ている。 

⑯近隣地域の園、所、学校と連携し、地域全体で取り組んでいる。 

 参考：幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開（R3 年 2月・文部科学省） 

2-②「地域の子どもを共に育てる」という意識の醸成
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教職員間で協働し子どもの主体性が育まれる交流活動や
カリキュラムを改善しようとする関係が築かれた

グループ 4

令和５年２月連携・接続の状況

Ｄ小学校・Ｅ幼稚園・Ｆ幼稚園・Ｇ保育園

Ｄ校区では、子どもの主体性が育まれる交流活動やカリキュラムを改善しようとする関係が築かれ、連携・接続

の状況がステップアップした。 21



留意点として、ステップアップを急ぐあまり、交流や連携が、形だけ、その年だけのものにならないように、

教職員の業務改善も念頭におきながら、オンラインを活用して共通理解を図ったり、撮影した映像をもとに協

議したりするなど連携方法の工夫が必要である。

「共に育てたい子どもの姿」の共有

内容の質・スモールステップ

連携方法の工夫

2-②「地域の子どもを共に育てる」という意識の醸成
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2 架け橋期のカリキュラム~開発プロセス～
③担当に依存しない持続可能な学校・園・所の体制づくり

架け橋期のカリキュラ

ムを改善する体制が、

学校・園・所全体のカ

リキュラム・マネジメ

ントとして位置付けら

れ、持続可能なものと

なるように、「幼小接

続カリキュラムＰＤＣ

Ａスケジュール」をも

とに、市主催の合同研

修会を年間３回位置付

けている。

管理職のリーダーシップのもと、学校・園・所全体での共通理解が重要である。



校区別会議
〇校区や地域の実態が分かり、校区の実態に即したカリキュラム開発として大変重要であ
ることが分かった。

〇校区の連携・接続に関するステップの目標を共有化できた。

〇校区の教職員、管理職が気軽に参加し、多面的に子どもを理解することができる場と
なってきた。

〇校区別会議を重ねることで、気軽に対話できる関係が築け、「共に育てたい子どもの姿」
をめざした連携を進めていこうとする意識が高まった。

〇管理職等の参加が増え、持続可能な連携・接続に向けた体制づくりが進んできた。

〇管理職間の連携（校区内会議・保幼間会議等）が進んできた。

〇他の開発校区での取組を参考にし、主体的に取り組むようになった。

３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化
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「子どもの学びトークシート」「交流シート」などツールの有効性

【就学前施設教職員】

〇遊びの中の学びが見取れるようになり、学びを言語化し共通理解が図られ、小学校教
員に伝えるようになった。

〇園内研修でシートを活用し協議することで、就学前教育の質の保障につながっている。

【小学校教員】

〇子どもの新たな学びに気付き、子ども一人一人の気付や育ちに目を向けることの重要
性等、見方・考え方が変化してきた。

〇幼児の活動や経験を具体的に知ることができ、遊びの中の学びの理解につながった。

３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化
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３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化
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互恵性のある交流活動

【幼児・1年生】

〇自分の思いを出し合いながら活動でき、相手意識や親しみの気持ちを高めることができ
た。

【1年生】

〇保育者や幼児からの質問に、経験したことを分かりやすく言葉や動作で伝える育ちが
見られた。
〇相手が喜んでくれたことで自信や自己有用感が高まった。

【幼児】

〇安心して、やってみたいことに関わったり、思いを伝えたりすることができた。
〇主体的に活動できたことで、交流活動後も、１年生が考えたり工夫したりしていたことを
真似たり、繰り返し試したりするなど、園・所での遊び（学び）につながった。



３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化
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互恵性のある交流活動

【教職員】

〇幼児、小学生の実態（発達）や就学前施設と小学校の生活、環境、保育・授業内容を
知る機会となった。

〇交流したことで得られる学びを見取り、共有し、子ども理解が深まった。

〇交流をすることが目的ではなく、「どの時期に、どのような交流を取り入れたら互いの子
どもの学びにつながるのか」と交流の意義を意識するようになった。

〇子どもの実態に即した保育・授業づくり、教育・保育の質の向上につながった。

〇気軽に話せる教職員の関係性が築けた。

【オンラインでの交流 】

〇対面での交流だけでなく、オンライン交流も効果的に組み入れることで、相手意識の高
まりや継続につながった。

〇令和５年度は、各校区で主体的に交流を行い、ＩＣＴの活用も進み始めた。



「互恵性のある交流活動のメリット」「互恵性のある交流活動のポイント」を開発校区の交流活動の取組とともに合同研

修会で紹介したことで、市内の各校区でも、互恵性のある交流活動についての理解や取組が広がり始めている。

気軽に話せる教職員の関係性が築ける。

幼児、小学生の実態（発達）や就学前施
設と小学校の生活、環境、保育・授業内
容を知る機会となる。

相互理解

交流したことで得られる学びを見取り、
共有することで、子ども理解が深まる。

子ども理解

子どもの実態に即した保育・授業づくり、
教育・保育の質の向上につながる。

保育・授業の質の向上

教職員関係づくり

互恵性のある交流活動のメリット
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３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化



３ 教師の指導・援助及び子供の学びの変化
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開発校区・自治体の連携・接続のフェーズが少しずつ進んできた。担当者や担任が替わっても取組が引き継がれ、改善さ

れるよう、フェーズを行きつ戻りつしながらも、子どもの学びをつなぐことを共通理解しながら進めていくことが大事である。
30

４ 次年度以降の展望



1年目の取組で、架け橋プログラムの基盤がつくられ、現在、研究開発校区では、研究の柱である「いつでも気軽に伝え合

える教職員の関係」を築きながら、子どもの姿を中心に語り合い、子どもの学びの共有や分析が行えるようになってきた。

令和6年度は、①②の取組を持続、発展させながら、③の「連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善」を

重点的に取り組んでいく。

気軽に対話できる関係 子どもを中心に

子どもの学びの共有

４ 次年度以降の展望

子どもの学びをつなぐ 持続可能な
保こ幼小連携・接続

①気軽に対話できる教職員関係の構築

②子どもの学びの共有と分析

③連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善
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◆「子どもの学びをつなぐ架け橋期のカリキュラム（仮）」の資料編成
〇架け橋プログラムを進めていく要件を各フェーズごとに分析
〇架け橋期の具体的な子どもの学び・環境（教材）・支援
〇互恵性のある交流活動のポイント・交流例
〇架け橋期のカリキュラム改善
〇1年生スタートカリキュラム事例（幼児期の学びを生かした授業・環境）
〇連携・接続のＰＤＣＡサイクルと学校・園・所の体制づくり（管理職の役割） など

32

４ 次年度以降の展望

市内全ての校区で取り組めるよう、架け橋プログラムを進めていく要件を各フェーズごとに分析し、関連する事例も含めて

参考資料としてまとめ、発信していく。


